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前頭前野を活性化させるお手玉 

  渋沢栄一記念財団の｢青淵｣に掲載 

渋沢栄一記念財団発行の月刊誌『青淵』（せいえん：令和元年9月号）に、脳科学者の森昭雄先生（日

本のお手玉の会顧問）が『前頭前野を活性させる日本の伝統文化としてのお手玉』を寄稿されています。 

内容は、歌いながら行うお手玉遊びは日本の伝統文化であること、お手玉遊びは脳の前頭前野を活性

化し認知症の予防に役立つこと、お手玉遊びには高度な脳の仕組

みが関与していることなどが述べら

れています。 

お手玉遊びが認知症の予防によい

理由として、お手玉を瞬間的に上に

あげなければいけないので、注意集

中、手順動作、リズムなど適度な自

立神経系（自分の意志でコントロー

ルできない神経系の緊張を起こす）

ことをあげています。 

また、古い脳の海馬「アルツハイマー型認知症」も関与してお

り、前頭前野の働きは意思決定機能を持っており、お手玉遊び中

は、前頭前野で長期、短期記憶、作業記憶などが複雑に絡んでいると指摘しています。 

前頭前野の働きは意思決定機能を持っていて、注意集中、道徳心、善悪の判断などが関与しているそ

うです。この部位は古い脳である辺縁系を常に抑制し、行動が動物的にならないようにしています。 

この前頭前野の領域は、目からの情報と頭頂連合野の空間位置情報を皮膚投射で、前頭前野に送って

います。お手玉を開始したら、この領域の作業記憶が働き、それに連動して運動パターンに関与してい

る運動前野の背側部が、運動の方向や大きさを上手にコントロール「運動の監視」をしています。その

出力は運動連合野、運動野へと送っています。 

実際に、お手玉が手のひらの皮膚に触れた瞬間、その感覚情報（興奮）は、脊髄から脳の視床を介し

て大脳皮質の体性感覚野の手領域に至ります。 

そのほか、日本のお手玉の会との出会いや、お手玉の会の発祥は四国の新居浜市で、日本の伝承文化

を再生させようと取り組んでいることも紹介されています。（写真は、表紙(左)と、本文の書き出し部分(右)） 
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